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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
U
D
）
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
よ
り
多
く
の
人
へ
適
切
に
情
報
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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広
報

た
き

ざ
わ

は
毎

月
１

日
と

15
日（

お
知

ら
せ

版
）発

行
で

す
。

紙
面

で
は

、
施

設
名

や
団

体
名

な
ど

に
つ

い
て

一
部

省
略

し
、

正
式

名
称

と
は

異
な

る
表

記
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

■滝沢第二中学校に卒業式の取材でお
邪魔しました。遠い昔の自分の卒業式
をぼんやり思い出すとともに、在校生
や卒業生の皆さんの歌が私の頃の定番
ソングではなくなっていて、時代の移
り変わりを感じました。卒業された皆
さんが、自分たちが決めた道を力強く
歩いていくことを願っています。（森内）

■３月 13日、市内中学校６校で卒業
式が執り行われました。今年は担当２
人で滝沢第二中学校へ訪問。どの卒業
生さんも晴れやかな笑顔に満ちていて、
この３年間がきっと思い出深いものだ
ったんだなと感じさせられました。そ
れぞれの進路に羽ばたく滝沢の未来た
ちを、心から応援しています。（石井）「卒業生一同による言葉」の様子

髙
た か ぎ

木菜
な な

那さんが講演

夢を持つことの大切さ

ぷ ら す＋

滝
沢
市
市
制
施
行
10
周
年
・
チ

ャ
グ
チ
ャ
グ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創

立
20
周
年
記
念
講
演
会
が
２
月
25

日
、
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
髙
木
菜
那
さ
ん
が「
夢

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ

い
て
講
演
。
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、

子
ど
も
自
身
が
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
、
世
界
の
舞
台
で
の
豊

富
な
経
験
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、指
導
者
や
家
族
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
た
め

の
線
路
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
進
ん
で
い
く
道
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
な
っ
て
周
り
か
ら
支
え
て
ほ

し
い
と
髙
木
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
1
5
0
人
を

超
え
る
皆
さ
ん
は
、
目
を
輝
か

せ
、
時
に
は
目
頭
を
熱
く
し
な
が

ら
、
髙
木
さ
ん
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

緊
張
や
不
安
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
髙
木
さ
ん
は

「
緊
張
は
お
友
達
。
緊
張
し
て
も
大

丈
夫
の
場
面
を
経
験
し
て
お
く
」

と
答
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
に
対
応
し
ま
し
た
。




